
清
末
上
海
金
融
市
場
の
形
成
に
お
け
る
伝
統
金
融
機
関
山
西
票
号
の
役
割

請

文
　
用

は

じ

め

に

天
津

・
北
京
条
約

（
一
八
五
八
年

。
一
八
六
〇
年
）
が
締
結
さ
れ
て

以
降
、
上
海
は
次
第
に
中
国
の
最
大
の
対
外
貿
易

。
国
内
取
引
の
中

心
地
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。　
一
八
五
八
年
、
上
海
の
対
外
貿
易

総
額
は
六
五
六
八
万
三
〇
〇
〇
海
関
両
で
あ

っ
た
が
、　
一
九

一
三
年

に
な
る
と
、
そ
れ
が
、
四
億
二

一
三

一
万
海
関
両
に
ま
で
増
大
し
、

中
国
貿
易
の
四
割
あ
ま
り
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。

中
国
の
国
内
金
融
は
、
複
雑
な
通
貨
制
度
の
下
で
、
独
特
に
構
築

さ
れ
て
い
た
。
清
末
の
中
国
通
貨
制
度
は
、
雑
種
幣
制
と
言
わ
れ
、

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
貨
幣
単
位
が
あ
り
、
商
品
に
よ

っ

て
、
地
域
に
よ
っ
て
交
換
相
場
が
異
な
る
。
地
域
間
決
済
通
貨
は
、

外
国
貿
易
の
増
大
に
伴
い
、
銀
両
を
使
用
す
る
地
域
に
加
え
メ
キ
シ

ヨ
。
ド
ル
を
使
用
す
る
地
域
が
拡
大
し
、
い
ろ
い
ろ
な
品
位
量
目
の

銀
錠
を
決
済
通
貨
と
す
る
地
域
と
メ
キ
シ
ョ
・
ド
ル
を
決
済
通
貨
と

す
る
地
域
が
住
み
分
け
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
通
貨

制
度
の
下
で
、
上
海
は
銀
ド
ル

・
銀
錠

。
金
な
ど
の
諸
通
貨
の
交
換

セ
ン
タ
ー
と
し
て
独
特
な
機
能
を
持

っ
て
い
た
。
上
海
の
貨
幣
市
場

に
は
、　
一
九
世
紀
を
通
じ
て
中
国
の
最
大
の
輸
出
品
で
あ
る
茶
、
生

糸
の
出
荷
期
に
お
い
て
は
高
い
資
金
需
要
が
生
じ
、
そ
の
季
節
的
な

資
金
需
要
の
変
動

へ
の
対
応
が
金
融
市
場
の
あ
り
方
を
大
き
く
規
定

し
た
。

銀
の
貨
幣
に
対
し
て
国
家
に
よ
る
監
督

・
管
理
は
な
く
、
ま
た
金

融
市
場
に
関
し
て
も
民
間
の
金
融
機
関
に
よ
っ
て
自
主
的
に
運
営
さ

8ア



れ
て
い
る
。　
一
八
六
〇
年
代
か
ら
辛
亥
革
命
が
起
き
る

一
九

一
一
年

に
至
る
ま
で
、
上
海
金
融
市
場
に
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う

に
、
対
外
為
替
分
野
を
独
占
し
た
諸
外
国
為
替
銀
行
、
国
内
諸
地
域

間
の
決
済
を
担
う
山
西
票
号
と
上
海
中
国
商
人
に
資
金
を
融
資
す
る

上
海
銭
荘
と
い
う
三
つ
の
勢
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

っ
て
い

た
。　
一
八
九
四
年
頃
、
中
国
金
融
市
場
に
お
け
る
外
国
銀
行
、
票
号

と
銭
荘
の
資
本
力
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

っ
た
と
い
う
推
論
も
あ
る
。

貿
易
に
か
か
わ
る
貨
幣
供
給
に
お
い
て
、
銭
荘
同
業
者
に
よ

っ
て

設
立
さ
れ
た
短
期
金
融
市
場
が
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
外
国
銀
行
に
よ
る
銭
荘

へ
の
チ
ョ
ッ

プ
ｏ
ロ
ー
ン
と
い
う
短
期
貸
付
の
供
与
の
あ
り
方
を
め
ぐ

っ
て
議
論

が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
で
は
、
貿
易
金
融
に
関
し
て
、
山
西
票
号
が

関
わ
っ
て
い
た
の
か
、
関
わ
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
が

行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

山
西
票
号
を
経
営
す
る
山
西
商
人
は
、
安
徽
商
人
と
と
も
に
中
国

の
代
表
的
な
商
人
で
あ
る
。
明
末
以
来
北
部
の
辺
境
で
商
業
活
動
を

行
い
、
清
政
権
が
成
立
し
た
際
に
は
清
政
府
の
財
政
確
立
に
貢
献
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
富
が
蓄
積
さ
れ
た
と
知
ら
れ
て
い
る
。
山
西
票
号

の
最
初
の
開
設
は
、　
一
八
二
〇
年
代
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
最

初
の
票
号
と
さ
れ
る
日
昇
昌
の
前
身
は
山
西
省
平
遥
出
身
者
に
よ
っ

て
経
営
さ
れ
る
西
裕
成
顔
料
店
で
あ
っ
た
。
顔
料
店
の
全
国
展
開
に

伴
い
、
地
域
間
の
送
金
需
要
が
生
じ
て
き
た
こ
と
が
山
西
票
号
の
出

現
の
背
景
で
あ
る
。
当
時
の
山
西
票
号
の
資
本
金
は
十
数
万
両
か
ら

二
〇
万
両
前
後
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
開
設
者
が
百
数
十
万
両
の
財

産
を
持

っ
て
い
る
と
さ
れ
、
無
限
責
任
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
た

中
国
の
伝
統
商
業
で
は
、
山
西
票
号
が
莫
大
な
信
用
を
誇

っ
て
い

た
。
票
号
の

「票
」
と
は
、
中
国
語
で

「手
形
」
を
意
味
す
る
。
山

西
票
号
は
、
送
金
業
務
と
共
に
、
預
金
・貸
付
業
務
を
行

っ
て
い
た
。

預
金
は
主
に
諸
票
号
の
本
店
が
あ
る
山
西
省
の
平
遥
、
太
谷
、
耶
県

と
北
京
で
集
め
、
長
江
流
域
や
華
南
地
域
の
諸
都
市
を
中
心
に
貸
付

け
を
行
う
。

山
西
票
号
の
発
展
を
見
る
と
、
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。　
一
八
二
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
は
創
設
期
で
あ
り
、

ま
た

一
八
六
〇
年
か
ら
九
五
年
ま
で
の
時
期
は
拡
大
期
で
あ
り
、
さ

ら
に

一
八
九
六
年
か
ら

一
九

一
一
年
に
至
る
ま
で
の
時
期
は
多
く
の

危
機
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
隆
盛
を
極
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
辛
亥

革
命
後
、
山
西
票
号
は
衰
退
の
道
を
辿

っ
た
。
内
乱
に
よ
っ
て
多
く

の
損
失
を
抱
え
た
山
西
票
号
は
支
店
網
の
整
理
を
行
い
、
否
応
な
く

業
務
の
縮
小
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。



本
来
北
部
か
ら
経
営
を
展
開
し
た
票
号
は
、
発
展
に
伴
い
、
華
北

か
ら
華
南
ま
で
支
店
網
を
張
り
巡
ら
せ
、
開
港
場
と
共
に
内
陸
の
都

市
に
支
店
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。　
一
八
五
〇
年
に
至
る
と
、
山
西

票
号
は
本
店
が
設
置
さ
れ
て
い
る
山
西
省
の
ほ
か
、
中
国
国
内
の
二

四
の
都
市
に
拠
点
を
も
っ
て
国
内
送
金
業
務
を
展
開
し
て
い
た
。　
一

八
六

一
年
、
中
国
に
は

一
四
の
山
西
票
号
が
存
在
し
て
い
た
が
、　
一

九

一
一
年
に
な
る
と
、
山
西
省
出
身
者
以
外
に
よ

っ
て
経
営
さ
れ
て

い
る
三
つ
の
票
号
を
含
め
て
開
設
さ
れ
て
い
る
票
号
数
が
二
六
に
上

り
、
支
店
網
は
全
国
約
九
〇
ヵ
所
に
あ
り
、
そ
の
数
は
四
〇
〇
以
上

に
上

っ
た
。

山
西
票
号
の
経
営
活
動
に
つ
い
て
、
清
政
府
、
官
僚
と
の
関
わ
り

や
、
官
金
の
送
金
業
務
に
つ
い
て
は
比
較
的
に
多
く
の
資
料
が
残
さ

れ
た
が
、
民
間
送
金

・
貸
付
業
務
に
つ
い
て
山
西
票
号
の
経
営
史
料

が
乏
し
か
っ
た
と
い
う
制
約

に
よ
り
、
具
体
的

に
は
ほ
と
ん
ど
わ

か
っ
て
い
な
い
。
本
論
文
は
、
外
国
銀
行
の
史
料
や
上
海
で
発
行
さ

れ
て
い
た
英
字
新
聞
な
ど
を
利
用
し
て
こ
れ
ま
で
研
究
が
空
白
と

な
っ
て
い
た
山
西
票
号
の
茶
貿
易
金
融
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察

を
行
い
、
上
海
金
融
市
場
の
形
成
過
程
に
お
い
て
伝
統
金
融
機
関
が

果
た
し
た
役
割
を
究
明
し
た
い
と
考
え
る
。

一
　

漢

回
の
茶
貿
易

（―
）

中
国
茶
の
輸
出

ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
中
国
茶
の
対
外
輸
出
は
広
州
の

一
港
か
ら
五
つ

の
開
港
場
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
輸
出
も
急

速
拡
大
し
た
。
表
１
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
茶
輸
出
は

一
八
八

〇
年
代
前
半
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
世
界
市
場
で
イ
ン
ド
や
日
本
の
参

入
に
伴
い
、
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
次
第
に
輸
出
が
減
少
し

た
。
ま
た
、
「
五
口
開
港
」
の
時
代
に
伴
い
、
茶
輸
出
が
広
州
以
外

の
開
港
場
に
シ
フ
ト
し
始
め
た
。
と
い
う
の
は
太
平
天
国
の
反
乱

貧

八
五
三
～
六
二
年
）
に
よ
っ
て
、
従
来
の
国
内
の
通
商
ル
ー
ト
が

遮
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
上
海
や
福
州
な
ど

へ
の
移
転
に
よ
っ

て
、
産
地

（図
１
）
と
開
港
場
間
の
距
離
も
初
め
て
短
縮
さ
れ
た
。

ま
た

一
九
世
紀
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
天
津

・
北
京
条
約
の
締
結
に

よ
り
、
長
江
流
域
に
二
つ
の
開
港
場
が
開
か
れ
、
茶
は
主
に
上
海
、

福
州
及
び
漢
回
の
三
つ
の
開
港
場
で
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

上
海
は
福
州
や
漢
口
と
同
じ
よ
う
に
、
産
地
か
ら
直
接
集
荷
す
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
九
江
、
漢
口
及
び
寧
波
の
再
輸
出
港
と
し
て
の

役
割
が
大
き
か
っ
た
。

漢
回
は
、　
一
八
六
〇
年
代
後
半
か
ら

一
八
八
〇
年
代

へ
か
け
て
の



輸
出
茶
の
最
高
潮
の
時
期
に
お
い
て
、
中
国
全
体
の
茶
輸
出
高
の
ほ

ぼ
三
分
の

一
を
占
め
、
さ
ら
に
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
末
に

お
い
て
重
要
性
を
増
し
て
い
っ
た
。
他
の
茶
輸
出
港
は
八
〇
年
代
後

半
以
降
に
お
い
て
茶
の
対
欧
米
貿
易
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
の
に

対
し
て
、
漢
口
は
高
い
水
準
の
輸
出
高
を
維
持
し
た
。
と
い
う
の
は

漢
回
は
欧
米
市
場
以
外
に
ロ
シ
ア
市
場
に
大
き
な
シ
ェ
ア
を
持

っ
て

成
　

し
た
か
ら
で
あ
る
。

辮
　
湖
南
省
・湖
北
省
で

よ３２２
　

生
産
さ
れ
た
茶
は
古

（２
）

漢
日
の
対
ロ
シ
ア
。
モ
ン
ゴ
ル
の
茶
貿
易

漢
回
は
中
国
の
ほ
ぼ
真
中
に
あ
り
、
長
江
と
漢
水
の
交
差
点
に
通

じ
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
長
江
は
中
国
の
沿
海
地
域
と
西
奥

の
内
陸
地
を
繋
げ
、
漢
水
は
北
西
部
ま
で
流
れ
て
い
た
の
で
、
漢
口

は
古
く
か
ら
中
国
の
重
要
な
商
業
セ
ン
タ
ー
で
あ

っ
た
。
湖
北

・
湖

南
両
省

の
茶
産
地

（図
１
）
の
大
半
は
河
川
に
近

い
所
に
あ
る
の

で
、
漢
口
に
運
ぶ
の
に
便
利
で
あ
っ
た
。

清
代
初
期
、
山
西
商
人
は
対
モ
ン
ゴ
ル
ヘ
の
茶
輸
出
を
独
占
し

た
。
当
時
彼
ら
は
、
湖
南

・
湖
北
茶
を
漢
口
で
買
い
付
け
、
漢
水
を

利
用
し
て
陳
西
省
ま
で
船
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
甘
粛
省
を
通

っ
て
、

対
モ
ン
ゴ
ル
貿
易
の
中
心
地
で
あ
る
張
家
口
ま
で
運
ん
で
い
た
。
モ

ン
ゴ
ル
茶
貿
易
の
延
長
線
上
に
露
清
貿
易
が
発
展
し
た
。

露
清
貿
易
の
開
始
は
、　
三
ハ
八
九
年
に
両
国
間
で
締
結
さ
れ
た
ネ

ル
チ
ン
ス
ク
条
約
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。　
一
七
二
七
年
の
キ
ャ
フ

タ
条
約
で
は
バ
イ
カ
ル
湖
の
南
に
あ
る
キ
ャ
フ
タ
と
ネ
ル
チ
ン
ス
ク

近
く
で
の
定
期
市
で
の
貿
易
を
認
め
た
。
条
約
で
定
め
ら
れ
た
貿
易

地
キ
ャ
フ
タ
で
の
両
国
間
の
茶
貿
易
は
、　
一
八
世
紀
末
に
至
る
ま
で

は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、　
一
九
世
紀
に
入
る
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ロ
シ
ア
に
お
け
る
茶
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
茶
貿
易
が
急
速
に
拡
大
さ
れ
た
。　
一
九
世
紀
半
ば
に
お
い
て
茶

表 1 中国の茶輸出年間平均高 (単位 :1,000ピ クル)

年度 広州  上海  福州  漢口 天津 中国全体

408.7   12 7

406 6  137 2

258 8  395 4   63.4

202    340 2  284.8

185_6  440 6  454.4  233 2   14 6   1077

88    621 8  538 6  390 2   72 6   1381 2

95    621 6  648 4  517 6  109 2   1724 8

115 4  466 8  684 4  572    269     1930 4

117    515.2  698 4  660 8  303 4   2056 6

91 8  521 8  610    746 6  412 2   2015 6

27.4  453_4  465    734.8  442 6   1783 9

10 6  458.2  340 4  745 4  457 6   1559 3

出所 :陳慈玉『近代中国茶業的発展与世界市場』pp 318
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図 1 近代中国における茶生産地の所在図
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は
中
国
の
対
ロ
シ
ア
輸
出
の
四
割
を
占
め
て
い
る
。

ロ
シ
ア
に
お
け
る
茶
需
要
の
拡
大
に
従

い
、
資
金
の
回
収
問
題
が

山
西
省
出
身
の
茶
貿
易
商
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な

る
。
山
西
の
茶
貿
易
商
人
は
大
体
に
お
い
て
巨
額
の
資
本
を
所
有
し

て
い
た
。
だ
が
、
少
な
く
と
も

一
八
五
三
年
ま
で
キ
ャ
フ
タ
で
の
取

引
は
物
々
交
換
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
張
家
口
で
の
対

モ
ン
ゴ

ル
、
ロ
シ
ア
貿
易
は
、
資
金
の
回
転
に
長
時
間
を
要
す
る
。
そ
こ
に

山
西
票
号
が
入
り
込
む
余
地
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も

山
西
商
人
と
山
西
票
号
は
密
接
な
関
係
を
持

っ
て
お
り
、
山
西
票
号

の
中
に
は
、
茶
貿
易
を
同
時
に
営
む
所
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
山
西

票
号
が
い
つ
漢
口
に
進
出
し
た
か
に
つ
い
て
確
か
な
資
料
は
な
い

が
、　
一
八
五
〇
年
代
初
頭
に
は
漢
回
は
す
で
に
山
西
票
号
の
長
江
流

域
の
重
要
な
拠
点
で
あ

っ
た
。　
一
八
五
三
年
に
太
平
天
国
の
内
乱
で

一
旦
撤
退
し
た
が
、　
一
八
六

一
年
に
再
び
進
出
し
、
漢
口
で
の
送
金

業
務
を
独
占
し
た
だ
け
で
な
く
、
漢
回
の
大
商
人
や
、
伝
統
金
融
機

関
で
あ
る
銭
荘
に
対
し
て
融
資
を
行
い
、
漢
口
金
融
に
お
い
て
重
要

な
地
位
を
獲
得
し
た
。
後
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
茶
貿
易
商
人
は
山

西
票
号
か
ら
茶
の
仕
入
れ
地
の
送
金
手
形
を
信
用
で
買
い
入
れ
、
茶

が
販
売
さ
れ
た
後
に
手
形
代
金
の
返
済
を
行
う
。

一
八
六
〇
年
の
天
津

・
北
京
条
約
の
締
結
は
、
山
西
商
人
が
従
来

独
占
し
て
い
た
対
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
の
茶
貿
易
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
た
。
天
津
条
約
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
は
通
商
に
関
し
て
露
清

両
国
間
の
国
境
に
あ
る
指
定
地
の
み
な
ら
ず
、
海
路
に
よ
り
入
国
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
上
海
、
寧
波
、
福
州
、
ア
モ
イ
、

広
州
、
台
湾
府
、
瑣
州
府
に
入
港
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
欧
米
諸

国
並
み
の
最
恵
国
待
遇
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
、
北
京
条
約
に
よ
っ

て
、
陸
上
貿
易
に
つ
い
て
追
加
条
約
が
結
ば
れ
、
両
国
国
境
の
両
側

百
華
里
に
わ
た
る
地
域
を
免
税
地
帯
と
し
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
ロ

シ
ア
商
人
が
商
業
を
営
む
際
税
金
の
免
除
を
受
け
る
権
利
が
認
め
ら

れ
、　
ロ
シ
ア
か
ら
陸
路
を
経
て
天
津
に
輸
出
し
た
ロ
シ
ア
貨
物
に
対

し

一
般
海
関
税
の
三
分
の

一
を
減
額
す
る
こ
と
と
し
、
天
津
か
ら
陸

路
を
経
て
キ
ャ
フ
タ
に
輸
出
す
る
中
国
貨
物
は

一
般
に
規
定
さ
れ
る

輸
出
税
を
支
払

っ
た
後
は
、
そ
れ
以
上
の
税
は
徴
収
さ
れ
な
い
こ

と
、
及
び
張
家
口
で
購
入
し
た
中
国
貨
物
の
輸
出
税
は
半
額
に
減
額

す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

そ
れ
ま
で
中
国
の
茶
産
地
に
近
い
開
港
場
に
入
る
こ
と
が
許
可
さ

れ
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
商
人
が
、
漢
口
で
茶
を
買
い
付
け
、
極
東
ロ
シ

ア
向
け
の
、
茶
の
粉
末
を
型
に
入
れ
て
固
め
た
レ
ン
ガ
の
形
を
す
る

碍
茶
の
製
造
を
始
め
た
。　
一
八
六
四
年
、
漢
口
で
ロ
シ
ア
商
人
が
経

営
し
て
い
る
茶
貿
易
会
社
は
九
社
に
上
っ
た
。　
一
八
七
八
年
に
至
る



と
、　
ロ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
製
茶
工
場
は
六
つ
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
三
つ
は
製
茶
技
術
の
向
上
を
図
る
よ
う
に
蒸
気
機
関
が
取

り
付
け
ら
れ
、
茶
が
出
荷
さ
れ
た
時
期
に
や

っ
て
き
て
簡
単
な
加
工

を
施
す
山
西
商
人
よ
り
も
品
質
の
優
れ
た
碍
茶
を
生
産
す
る
よ
う
に

な

っ
た
。
漢
口
で
生
産
さ
れ
た
茶
は
汽
船
で
天
津
ま
で
運
ば
れ
、
そ

こ
か
ら
陸
路
で
キ
ャ
フ
タ

ヘ
運
送
さ
れ
る
。
ス
エ
ズ
運
河
が
開
設
さ

れ
た

一
八
六
九
年
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ロ
シ
ア
ヘ
の
輸
出
は
天
津

か
ら
オ
デ
ッ
サ
ま
で
輸
送
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
商
人
は
外
国
為
替
銀
行

を
通
じ
て
貿
易
決
済
に
関
わ
る
送
金
業
務
を
行
い
、
山
西
票
号
と
の

関
連
は
薄
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
市
場
だ
け
で
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
市
場
も
彼
ら
に
よ
っ
て
掌

握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　
一
八
五
〇
年
代
末
期
、
張
家
口
お
よ
び

キ
ャ
フ
タ
に
は
山
西
商
人
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
茶
荘
が
二
八
あ

っ

た
。　
一
八
七
〇
年
代
末
期
に
至
る
と
、
そ
の
う
ち
の
二
つ
だ
け
が
生

き
残
り
、
多
く
の
山
西
商
人
は
ロ
シ
ア
茶
商
人
に
対
し
て
運
搬
の
仕

事
を
請
け
負
う
役
に
転
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
山
西
商
人
の
凋
落

に
よ

っ
て
山
西
票
号
の
露
清
茶
貿
易
に
か
か
わ
る
茶
票
業
務
が
不
振

と
な

っ
た
。
こ
の
変
化
は
山
西
票
号
に
対
応
を
迫
ら
せ
た
と
い
え

る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
二
節
で
検
討
す
る
。

（３
）

漢
口
の
対
欧
米
貿
易

重
田
徳
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
湖
南
省

・
湖
北
省
で
生
産
さ
れ
た
茶

は
、
五
口
開
港
後
に
お
け
る
茶
需
要
の
拡
大

へ
の
対
応
と
し
て
広
東

省
出
身
の
商
人
に
よ
っ
て
紅
茶
の
製
造
法
を
教
わ
り
、
買
い
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
太
平
天
国
の
内
乱
に
よ
る
影
響
で
、

広
東
商
人
が
よ
り
広
範
囲
の
地
域
で
茶
を
仕
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、

紅
茶
の
製
造
法
が
湖
南

・
湖
北
両
省
で
も
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

漢
回
の
開
港
に
伴
い
、
多
く
の
在
華
の
欧
米
貿
易
商
が
相
次
ぎ
漢

口
に
進
出
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
最
大
の
目
的
は
輸
入
品
で
あ
る

綿
製
品
を
漢
口
で
売
り
さ
ば
き
、
漢
口
よ
り
さ
ら
に
奥
の
諸
地
域
で

の
輸
入
品
の
消
費
需
要
を
把
握
し
て
販
売
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
多
く
の
中
国
人
の
卸
商
人
は
漢
口
よ
り
も
価
格

の
安
い
上
海
で
輸
入
品
を
仕
入
れ
た
た
め
、
漢
口
で
の
輸
入
品
販
売

は
早
く
も
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
。
従

っ
て
、
在
華
の
欧
米
商
人
に

と
っ
て
漢
回
は
単
な
る
茶
を
買
い
付
け
る
た
め
の
拠
点
と
な
っ
た
。

茶
は
年
に
三
回
ほ
ど
出
荷
さ
れ
る
が
、
漢
口
で
は
最
も
品
質
の
優

れ
た

一
番
茶
が
だ
い
た
い
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
二
番
茶
は
そ

の
二
ヶ
月
後
、
二
番
茶
は
そ
の
四
ヶ
月
後
に
集
荷
さ
れ
る
。
従

っ

て
、
漢
口
で
の
茶
取
引
は
遅
く
と
も

一
〇
月
に
は
終
了
す
る
こ
と
に



（‐７
）

な
る
。

多
く
の
欧
米
商
人
に
と
っ
て
漢
口
で
の
茶
買
付
に
お
い
て

一
番
茶

の
出
荷
期
が
最
も
重
要
な
時
期
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ

・
ロ
シ
ア
の
上
流
階
級
が
高
級
紅
茶
を
好
み
、
ロ
シ
ア
の
在
華
貿

易
商
が
躊
躇
な
く
高
い
値
段
で
買
い
付
け
る
た
め
、　
一
番
茶
に
対
す

る
需
要
が
高
か
っ
た
。
他
方
、
二
番
茶
、
二
番
茶
に
関
し
て
は
ロ
シ

ア
商
人
か
ら
の
競
争
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
極
東
ロ

シ
ア
市
場
に
需
要
が
あ

っ
た
樽
茶
は
茶
の
粉
末
を
原
料
に
し
、
茶
の

出
荷
時
期
に
は
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
漢
口
で
売
れ
な

い
二
番
茶
、
二
番
茶
は
、
だ
い
た
い
に
お
い
て
茶
荘
な
ど
の
仲
介
商

人
の
手
に
よ
っ
て
、
上
海
に
運
ば
れ
る
、
そ
こ
で
漢
口
よ
り
安
い
値

段
で
売
却
さ
れ
る
。
六
〇
年
代
に
上
海
と
漢
日
の
両
地
で
同
じ
品
質

の
茶
を
お
互
い
に
価
格
競
争
し
て
購
入
し
た
在
華
欧
米
貿
易
商
は
、

ロ
ン
ド
ン
で
の
茶
価
格
の
下
落
を
受
け
、
中
国
茶
商
人
の
動
き
に
合

わ
せ
、
中
級
以
下
の
茶
を
上
海
で
仕
入
れ
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
漢
回
の
茶
市
場
の
存
続
は
ロ
シ
ア
商
人
の
茶
取
引
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

一
一　
漢
口
茶
貿
易
に
関
わ
る
融
資
と
国
内
送
金

漢
口
に
集
荷
さ
れ
た
茶
は
、
湖
南
省
・
湖
北
省
を
中
心
に
、
少
な

く
と
も
五
つ
以
上
の
省
に
わ
た
る

一
九
の
茶
生
産
地
で
生
産
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
茶
産
地
は
、
中
国
の
ほ
か
の
茶
産
地
と
同

じ
く
、
小
農
民
の
副
業
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
流
通
構
造
は
図
２
に

示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
茶
の
生
産
者
は
茶
戸
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

図2 中国茶の生産・流通過程

茶戸 (茶生産者)→山頭→茶客→茶荘・茶号→茶棧→買弁・外国商人

注記 :→茶の流れ

)信用の流れ

吻
　
　
　
茶
戸
は
比
較
的
富
裕
な
農
民
で

ね
作成。　
　
あ
る
山
頭
の
指
導
に
基
づ
い
て

働
却
　
　
生
産
を
行
う
。
初
歩
的
な
加
工

″

・‐３
　
　
が
施
さ
れ
た
茶
は
茶
客
あ
る
い

ｆ̈ｏｒｄＵｎｉｖｅ　　隋晦勧詢つたつけ酵囃け織畔

Ｒｏｗ
Ｓｔａｎ
　
　
た
ｏ
茶
荘
の
数
は
市
場
状
況
に

愧
雅悪
〒
請

晰
　
　
　
は
茶
を
再
加
工
し
て
分
類
し
た



後
、
茶
輸
出
を
仲
介
す
る
茶
棧
に
茶
の
見
本
を
持

っ
て
い
く
。　
一
八

六
〇
年
代
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
漢
口
に
は
約

一
〇
か
ら

二
〇
の
茶
棧
が
あ
っ
た
。

茶
の
流
通
に
お
い
て
、
取
引
に
関
わ
る
決
済
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
図
２
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
茶
客
と

山
頭
間
の
決
済
は
金
融
機
関
が
介
在
し
て
い
な
い
。
茶
客
は
茶
を
買

付
け
る
際
に
そ
の
代
価
の
三
割
以
上
を
山
頭
に
渡
し
、
そ
の
残
金
は

販
売
さ
れ
た
後
に
支
払
う
と
な

っ
て
い
る
。
茶
客
、
茶
荘
な
ど
は
伝

統
的
な
金
融
機
関
で
あ
る
銭
荘
や
山
西
票
号
か
ら
融
資
を
受
け
る
。

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
漢
口
に
あ
る
茶
棧
に
運
ば
れ
る
前
の
茶
の
流

通
経
路
に
お
い
て
、
外
国
銀
行
や
外
国
商
人
は
ほ
と
ん
ど
介
在
し
て

お
ら
ず
、
そ
の
融
資
は
伝

統
的
な
金
融
機
関
が
担
っ

貯
　
　
て
ぃ
た
こ
と
で
ぁ
る
。　
一

¨
　
　
方
、
輸
出
金
融
に
つ
い

瓢
　
　
て
、
輸
出
品
を
買
付
け
る

中
　
　
一
い
¨
』
一

つ 年 の
中
¨
¨
一

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

茶
の
出
荷
期
に
な
る
と
、
在
漢
回
の
諸
外
国
銀
行
支
店
に
は
巨
額

の
資
金
需
要
が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
資
金
の
多
く
は
上
海
で
調
達
さ

れ
、
汽
船
で
の
現
金
輸
送
と
と
も
に
、
山
西
票
号
に
よ
っ
て
も
送
金

さ
れ
る
。

（―
）

「茶
票
」
取
引
の
仕
組
み

茶
出
荷
期
に
お
け
る
山
西
票
号
の
送
金
手
形
の
取
引
の
仕
組
み

は
、
上
海
で
発
行
さ
れ
た
英
字
新
聞

９
゛
∽浮
ヽ
ｕ
Ｓ

ミヽ
紙
の
記
事

で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
送
金
手
形
の
流
通
に
関
す

る
概
念
図
は
図
３
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
同
紙

（
一
八
七
六
年

一
月
二
〇
日
付
）
に
は
次
の
よ
う
に
し

る
し
て
い
る
。
「毎
年
旧
正
月
五
日
ご
ろ
、
上
海
諸
銭
荘
は
、
外
国

銀
行
に
売
り
込
む
つ
も
り
で
、
総
額
約

一
〇
〇
万
か
ら

一
五
〇
万
に

上
る
山
西
票
号
に
よ

っ
て
発
行
さ
れ
る
四
〇
日
間
の
漢
口
宛
手
形
を

売
り
捌
く
。
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
為
替
手
段
が
諸
銀
行
か
ら
大
い
に

追

い
求
め
ら
れ
て
き
た
。

」
ま
た
、
そ
の
翌
週
の
記
事

（
一
八
七
六

年

一
月
二
六
日
付
）
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「上
海
の
諸
銭

荘
は
山
西
票
号
か
ら
〇

・
三
四
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
で
漢
口
宛
の
四

〇
日
後
払
い
手
形
を
購
入
し
、
そ
れ
を
外
国
銀
行
に
Ｏ

ｏ
一
％
か
ら

〇

。
一
八
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
で
再
販
売
す
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
取

図3 山西茶票の流通過程

②  ①
上海 : 外国銀行←銭荘←票号

)
↓③

④
漢口 : 外国銀行→票号

(

注記 :→山西茶票の流れ

)銀錠の流れ



引
は
銭
荘
に
と
っ
て
明
白
な
欠
損
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の

理
由
は
簡
単
に
説
明
で
き
る
。
銭
荘
は
そ
れ
を
買
い
入
れ
た
銀
行
か

ら
直
ち
に
手
形
の
対
価
を
受
け
る
が
、
票
号
に
対
し
て
は
そ
の
手
形

が
漢
口
で
満
期
に
な
る
日
に
そ
の
対
価
を
支
払
う
。
従

っ
て
、
手
形

が
流
通
し
て
い
る
間
に
銭
荘
は
そ
の
資
金
を
運
用
で
き
る
の
で
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
手
形
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
融
資
手
形
と
類

似
点
が
あ
る
。
こ
の
制
度
は
長
江
が
外
国
貿
易
の
開
港
場
に
な

っ
て

以
来
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
大
い
に
利
用
さ
れ
、
安
全
な
融
資
制

度
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
目
的
は
言
う
ま
で
も
な
く
茶
の
出
荷
に
資
金

を
用
意
す
る
こ
と
で
あ
る
。
山
西
票
号
は
、
手
形
が
満
期
に
な

っ
た

時
に
漢
口
で
支
払
う
。
手
形
の
期
限
が
常
に
書
き
換
え
ら
れ
、
茶
取

引
が
開
始
す
る
前
後
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
中
国
人
の

茶
仲
買
商
に
支
払
わ
れ
る
銀
錠
は
、
積
荷
委
託
貨
物
を
担
保
に
振
出

さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
宛
手
形
を
外
国
銀
行
に
割
引
い
て
も
ら

っ
た
外
国

輸
出
商
人
の
手
を
経
て
、
よ
り
多
く
の
茶
を
買
付
け
る
よ
う
に
農
村

に
流
入
す
る
」
。

こ
の
よ
う
に
、
茶
票
取
引
は
、　
一
八
七
〇
年
代
半
ば
に
至
る
と
、

す
で
に
か
な
り
発
達
し
て
お
り
、
外
国
銀
行
を
は
じ
め
、
銭
荘
や
山

西
票
号
な
ど
す
べ
て
の
上
海
金
融
市
場
に
あ
る
金
融
機
関
が
そ
の
取

引
に
関
わ
り
を
持

っ
て
い
た
。
ま
た
、
前
に
見
た
よ
う
に
中
国
人
の

茶
仲
買
商
人
は
、
茶
を
仕
入
れ
る
の
に
は
商
品
価
格
の
三
割
前
後
の

資
金
し
か
必
要
と
し
な
い
の
で
、　
一
番
茶
を
売
却
し
て
受
け
取

っ
た

代
金
を
二
番
茶
な
ど
の
仕
入
れ
に
当
て
る
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
、

茶
票
取
引
は
漢
口
で
の
茶
貿
易
の
発
展
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
で

あ

っ
た
。

山
西
茶
票
の
流
通
過
程
で
は
山
西
票
号
と
外
国
銀
行
と
は
直
接
取

引
き
せ
ず
、
上
海
の
銭
荘
が
そ
の
両
者
間
の
仲
介
的
な
役
割
を
果
た

す
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
上
海
の
銭
荘
は
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
に

す
で
に
上
海
に
存
在
し
て
い
た
。　
一
八
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
上
海

銭
荘
は
中
国
商
人
と
外
国
商
人
間
の
取
引
を
仲
介
す
る
よ
う
に
な

っ

た
。
中
国
商
人
が
輸
入
取
引
の
際
に
上
海
銭
荘
に

一
〇
日
後
払
い
の

約
束
手
形
、
荘
票
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
振
り
出
し
て
も
ら
っ
て
、
こ

れ
を
借
り
受
け
て
外
国
商
人

へ
支
払
う
習
慣
が
定
着
し
て
い
た
。
上

海
銭
荘
の
資
本
金
は
数
万
両
に
す
ぎ
な
い
が
、
輸
入
品
を
売
買
す
る

双
方
が
お
互
い
の
信
用
状
態
を
知
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
荘
票
が
商
業

取
引
に
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

上
海
銭
荘
と
外
国
銀
行
と
の
間
の
関
係
は

一
八
六
〇
年
代
末
頃
に

構
築
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。　
一
八
六
四
年
に
在
中
国
の
外
国
商

人
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
香
港
上
海
銀
行
が

一
八
六
九
年
に
な
っ
て

銭
荘
に
よ

っ
て
発
行
さ
れ
た
荘
票
を
外
国
商
人
の
た
め
に
取
立
て
る



と
い
う
業
務
を
始
め
た
。
そ
れ
ま
で
、
在
上
海
の
外
国
銀
行
は
荘
票

を
通
貨
と
し
て
見
な
さ
ず
、
外
国
商
人
が
外
国
銀
行
の
銀
行
手
形
を

購
入
す
る
場
合
、
銀
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
外
国
商
人
は
商
品
を
売

っ
て
か
ら
荘
票
が
満
期
に
な
る
ま
で
の

繋
ぎ
資
金
を
獲
得
す
る
要
請
が
強
か
っ
た
。
ま
た
、
同
じ

一
八
六
九

年
頃
、
香
港
上
海
銀
行
は
各
地
の
銭
荘

へ
の
短
期
資
金
供
与
の
業
務

を
も
導
入
し
、
手
元
に
あ
る
遊
休
資
金
に
運
用
の
道
を
与
え
た
。
外

国
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
た
銭
荘
は
、
そ
の
資
金
を
内
地
で
の
輸
出

品
買
い
付
け
に
利
用
し
て
、
中
国
輸
出
貿
易
の
拡
大
に
役
立

っ
た
。

他
方
、
山
西
票
号
と
上
海
銭
荘
と
の
か
か
わ
り
も
や
は
り

一
八
六

〇
年
代
に
確
立
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
上
海
に
進
出
し
た
諸
山

西
票
号
は
、
太
平
天
国
の
乱
を
き

っ
か
け
に
、
清
政
府
官
僚
か
ら
大

量
の
預
金
を
集
め
た
。
山
西
票
号
は
、
こ
の
資
金
を
も

っ
て
上
海
銭

荘
に
対
し
て
長
期
融
資
を
供
与
し
た
。
こ
の
安
定
し
た
資
金
供
給
源

は
、
銭
荘
の
上
海
金
融
市
場
で
の
勢
力
を
助
長
し
、　
一
八
七
〇
年
代

に
お
い
て
山
西
票
号
の
融
資
は
銭
荘
の
運
転
資
金
の
半
分
を
占
め
、

常
時
二
〇
〇
万
両
を
超
え
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
山
西
票
号

は
、
国
内
の
送
金
業
務
を
開
拓
す
る
た
め
に
、
上
海
銭
荘
を
窓
口
に

し
て
送
金
手
形
を
販
売
し
た
。
「茶
票
」
を
含
め
た
山
西
票
号
の
送

金
手
形
は
、
現
金
あ
る
い
は
荘
票
で
そ
の
代
金
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
送
金
手
形
は
満
期
に
な
っ
た
時
点
で
手
形

の
代
金
を
支
払
う
の
で
、
上
海
銭
荘
は
そ
の
売
却
に
よ
っ
て
運
転
資

金
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
山
西
票
号
と
上

海
銭
荘
間
の
取
引
関
係
が
い
か
に
密
接
で
あ

っ
た
か
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
上
海
銭
荘
は
、
中
国
商
人
と
外
国
銀
行
間
の
仲

介
者
だ
け
で
な
く
、
山
西
票
号
と
外
国
銀
行
間
の
仲
介
者
で
も
あ

り
、
「茶
票
取
引
」
に
お
け
る
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

山
西
票
号
が
茶
貿
易
送
金
業
務
を
掌
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
彼
ら
が
上
海
と
漢
口
両
地
だ
け
で
な
く
、
長
江
流
域
全
体
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。
漢
口
に
お
け
る
山
西
票
号
の

役
割
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
議
会
資
料
の
中
国
漢
口
に
関
す
る
商
業
報

告
で
は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

漢
口
と
他
の
地
方
間
の
取
引
に
つ
い
て
、
裕
福
な
山
西
票
号
は

そ
れ
に
参
加
し
て
わ
が
国
に
あ
る
諸
銀
行
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
湘
渾
に
運
ば
れ
る
貨
物
の
ほ

と
ん
ど
は
、
山
西
票
号
の
手
形
に
よ

っ
て
決
済
さ
れ
、
湘
渾
の

漢
口
に
お
け
る
仕
入
れ
代
理
店
は
ま

っ
た
く
現
金
を
持
た
な

い
。
…
…
揚
子
江
貿
易
に
つ
い
て
彼
ら
の
主
要
な
本
店
は
太
平

天
国
の
乱
以
来
上
海
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
四
川
の
業

務
も
こ
こ
か
ら
上
海
に
移
さ
れ
た
。
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
は

9ア



後
者
の
ほ
う
で
よ
り
簡
単
し
か
も
良

い
条
件
で
獲
得
で
き
る
。

漢
口
と
四
川
と
の
間
で
は
貨
幣
の
移
動
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
従

っ
て
、
綿
及
び
外
国
商
品
に
対
し
て
地
方
間
交
易
の
収

支
は
恐
ら
く

一
次
産
品
で
維
持
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
内
国
為
替

レ
ー
ト
が
絶
え
ず
大
幅
に
変
動
す
る
た
め
、
過
剰
な
貿
易
を
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ン」
う
い
っ
た
山
西
票
号
の
資
産
を
推

測
す
る
の
は
難
し
い
が
、
中
国
人
は
そ
れ
に
大
き
な
評
価
を
与

え
て
い
る
。

上
海
と
漢
日
間
の

「茶
票
」
業
務
は
山
西
票
号
に
と
っ
て
、
非
常

に
重
要
な
分
野
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
山
西
票
号
に
よ
っ
て
独
占
的
に

行
わ
れ
た
い
ま

一
つ
の
重
要
分
野
で
あ
る
官
金
送
金
業
務
と
比
較
す

る
と
明
ら
か
で
あ
る
。
表
２
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、　
一
八
七
〇
年
代

か
ら

一
八
八
四
年
に
至
る
ま
で
の

一
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、
山
西
票

号
の
官
金
送
金
業
務
は
年
間
平
均
が
二

一
〇
万
両
か
ら
二
九
〇
万
両

の
間
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
漢
口

・
上
海
間
の
茶
貿
易
に
か
か

わ
る
送
金
額
が
年
間

一
〇
〇
万
両
か
ら

一
五
〇
万
両
に
上
り
、
そ
の

半
分
近
く
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
清
国
政
府
が
た
び
た
び
民
間

の
金
融
機
関
に
よ
る
送
金
を
禁
止
す
る
命
令
を
出
し
た
の
で
、
官
金

（２６
）

の
送
金
業
務
は
き
わ
め
て
不
安
定
な
も
の
で
あ

っ
た
。
山
西
票
号
に

と
っ
て
よ
り
安
定
的
な
経
営
基
盤
を
作
る
た
め
に
も
、
茶
貿
易
送
金

業
務
を
掌
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

外
国
銀
行
の
上
海
か
ら
漢
口
へ
の
送
金
の
う
ち
、
茶
票
を
利
用
す

る
比
率
が
ど
れ
く
ら
い
か
は
確
か
で
は
な
い
。
漢
口
か
ら
の
茶
輸
出

は
年
間
七
〇
〇
万
両
前
後
で
あ
る
と
推
計
さ
れ
る
が
、
表
３
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
出
荷
期
直
前
の
四
、
五
月
に
お
い
て
諸
外
国
銀
行
の

上
海
に
あ
る
銀
所
有
高
は
全
部
で
三
〇
〇
万
か
ら
四
〇
〇
万
両
台
に

上
り
、
そ
の
内
、
茶
を
購
入
す
る
外
国
商
人

へ
の
融
資
額
は
約
二
〇

〇
万
両
と
見
ら
れ
る
。
先
ほ
ど
見
た

（
ヾ
や
∽き
ヽ
０
こ
こミ
紙
の
記
事

に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
体
で

一
五
〇
万
両
が
山
西
茶
票
で
送

表 2 票号の官金送金業務
(単位 :1,000両 )

期 間

1861-1865
1866--1870

1871--1875

1876--1880
1881-1885
1886--1890
1891--1895
1896--1900
1901--1905
1906--1911

702

2,063

2,119

2,946
2,419
2,875

4,999

3,912

10,194

9,750

日 付
銀錠   銀貨

(千上海両)(千 ドル)

1870年 5月 6日
1871年 5月 6日

1872年 5月 18日

出所 :MCLean Papers,
11｀lay,1871,20N71ay,1872

3,510

10,316

10,595

14,728
12,096
14,377

24,993
19,560

50,971

58.501

pp 135-136、 250-251よ リイ乍成。

表3 諸外国為替銀行の上海での銀所有高



金
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
外
国
商
人
の
茶
購
入
資
金
の
う
ち
の
約
五
割

と
推
計
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（２
）

「茶
票
取
引
」
の
起
源

こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
上
海
、
漢
日
間
の
茶
貿
易
に
か
か
わ
る

大
規
模
な
送
金
手
形
の
取
引
は
、
生
糸
な
ど
他
の
貿
易
分
野
や
、
他

地
域
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

「茶
票
」
取
引

は
、
先
に
見
た
漢
口
で
の
山
西
商
人
の
対
モ
ン
ゴ
ル
。
ロ
シ
ア
の
茶

貿
易
に
お
い
て
山
西
票
号
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
送
金

・
融
資
業
務
に

原
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

山
西
商
人
と
山
西
票
号
間
の

「茶
票
」
取
引
の
具
体
的
な
あ
り
方

は
、　
一
八
六

一
年
に
当
時
諸
票
号
の
う
ち
規
模
の
大
き
か
っ
た
日
昇

昌
の
本
店

（山
西
省
平
遥
店
）
に
よ

っ
て
出
さ
れ
た
い
く

つ
か
の
書

（２７
）

簡
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

本
店
か
ら
漢
口
支
店
宛
の
書
簡

（
一
八
六

一
年
二
月
二
日
付
）
に

は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「来
春
、
〔湖
南
省
の
長
沙
〕、
湘

渾
宛
の
茶
票
は
、　
一
〇
〇
〇
両
当
た
り
に
七
〇
両
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が

付
き
、
少
し
経

っ
た
ら
、
も
う
少
し
上
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
多
分

来
年
張
家
口
と
わ
れ
わ
れ
の
所

〔山
西
省
平
遥
〕
か
ら
茶
を
買
い
付

け
に
行
く
商
人
が
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
南
の
ど
の
票
号
も
手
元
資

金
が
な
い
の
で
、
来
春
我
々
の
所
が
取
り
扱
う
茶
商
人
の
手
形
も
恐

ら
く
大
き
く
値
上
が
り
す
る
だ
ろ
う
。
も
し
プ
レ
ミ
ア
ム
が
よ
け
れ

ば
、
平
遥
店
は
明
日
漢
口
宛
手
形
を
数
万
両
売
り
た
い
と
考
え
て
い

Ｚつ
」
。

山
西
票
号
は
、
漢
口
で
必
要
に
な
る
資
金
を
広
州
で
調
達
し
よ
う

と
し
た
。
本
店
か
ら
広
州
支
店

へ
の
書
簡

（
一
八
六

一
年
二
月
四
日

付
）
に
は
、
「広
州
店
に
つ
い
て
、
信
頼
で
き
る

（取
引
先
の
）
商
店

を
選
ん
で

（こ
う
し
た
商
店
に
よ
っ
て
振
り
出
さ
れ
た
）
湖
南
省
及
び

湖
北
省
宛
の
受
取
手
形
を
買
付
け
て
茶
票
の
資
金
を
集
め
て
く
だ
さ

い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
約
二
ヶ
月
後
の
本
店
か
ら
漢
口
支
店
宛
の
書
簡

（
一
八
六

一
年
四
月
七
日
付
）
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ

〔諸
票
号
〕
が
茶
票
と
引
き
換
え
る
た
め
に
備
え
た

銀
錠
は
今
の
と
こ
ろ
全
部
で
五
〇
万
両
、
六
〇
万
両
で
あ
る
。

た
だ
元
豊
玖
、
蔚
泰
厚
の
両
票
号
は
、
手
元
資
金
に
貸
付
さ
れ

て
い
る
資
金
を
加
え
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

一
〇
万
両
を
持

っ
て
い

る
。
そ
の
他
の
諸
票
号
は
そ
れ
ぞ
れ
五
万
両
か
ら
七
万
両
、
あ

る
い
は
二
万
両
か
ら
三
万
両
を
持

っ
て
い
る
。
わ
が
票
号
の
貸

付
は
銀
二
万
四
〇
〇
〇
両
と
銅
銭

一
万
九
〇
〇
〇
吊
と
な
っ
て

お
り
手
元
資
金
が

一
万
六
〇
〇
〇
両
余
り
で
あ
る
。



こ
こ
で
、
票
号
の
主
な
業
務
で
あ
る
国
内
送
金
業
務
は
貸
付
業
務

と
結
び
付
け
な
が
ら
展
開
さ
れ
、
湖
南
省
に
必
要
な
資
金
は
内
国
為

替
手
形
の
売
却
に
よ
っ
て
賄
い
、
密
接
な
経
済
関
係
を
持
つ
地
域
間

の
多
角
的
決
済
が
す
で
に
初
歩
的
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

（３
）

「茶
票
取
引
」
を
導
入
す
る
外
国
銀
行

「茶
票
取
引
」
の
導
入
は
外
国
銀
行
側
の
事
情
に
大
き
く
関
わ

っ

て
い
た
。　
一
八
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
前
半
、
上
海
に
進
出
す
る

外
国
銀
行
が
急
増
し
、　
一
八
六
五
年
に
は
六
つ
に
上
っ
た

（表
４
を

参
照
）。
諸
外
国
銀
行
は
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
ン
ド
間
の
い
わ

ゆ
る
三
角
貿
易
に
か
か
わ
る
為
替
業
務
を
中
心
に
経
営
を
展
開
し

た
。
為
替
業
務
分
野
に
お
い
て
諸
銀
行
間
で
は
激
し
い
競
争
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、　
一
八
六
二
年
に
開
港
場
と
し
て
開
設
さ
れ
た
長
江
流
域

ま
で
及
ぼ
さ
れ
た
。　
一
八
七
〇
年
代
に
は
す
べ
て
の
外
国
銀
行
が
漢

口
で
業
務
を
展
開
し
た
。

一
八
六
三
年
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
は
他
の
外
国
銀
行
よ
り
い
ち

早
く
漢
口
に
進
出
し
た
。
だ
が
、
す
で
に
こ
の
段
階
で
は
輸
入
品
の

流
通
を
掌
握
し
た
中
国
商
人
は
商
品
を
上
海
で
仕
入
れ
、
そ
こ
か
ら

漢
口
に
運
び
、
そ
の
金
融
が
両
地
の
伝
統
的
な
金
融
機
関
に
依
存
し

て
い
た
。
欧
米
商
人
に
よ
る
漢
口
へ
の
直
接
輸
入
が
行
わ
れ
な
い
た

め
、
外
国
銀
行
の
銀
行
送
金
手
形

へ
の
需
要
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
漢
口
で
の
外
国
商
人
を
対
象
と
す
る
融
資
業
務
は
、
茶
貿
易
と

い
う
分
野
に
限
ら
れ
て
い
た
。

諸
外
国
銀
行
の
漢
口
代
理
店
は
す
べ
て
上
海
支
店
に
よ
っ
て
管
轄

さ
れ
る
。
銀
行
に
よ
っ
て
は
、
漢
口
店

の
規
模
は
き
わ
め
て
小
さ

く
、
例
え
ば
、
後
に
見
る
よ
う
に
、　
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
銀
行
は
漢
口

に
ず

っ
と
ス
タ
ッ
フ
を
駐
在
さ
せ
な
い
で
、
茶
の
出
荷
期
に
は
、
行

内
で
の
地
位
に
お
い
て
上
海
支
店
支
配
人
に
次
ぐ
会
計
士
を
派
遣
す

る
。
漢
口
店
の
資
金
源
は
預
金
と
上
海
支
店
か
ら
の
支
店
間
貸
越
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
漢
口
で
積
極
的
に
預
金
を
集
め
る
香
港
上

海
銀
行
の
場
合
で
さ
え
、
漢
口
代
理
店
の
貸
借
対
照
表
で
の
負
債
総

額
の
半
分
は
当
座
預
金
を
含
む
預
金
が
、
後
の
半
分
は
上
海
支
店
か

ら
の
支
店
間
貸
越
が
占
め
る
。
上
海
支
店
は
、
茶
の
出
荷
に
備
え
、

多
く
の
現
金
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
海
支
店
と
漢
口
代

理
店
と
の
融
資
関
係
は
、
香
港
上
海
銀
行
上
海
支
店
の
帳
簿
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
。
図
４
は

一
八
七
二
年
に
同
行
上
海
支
店
の
手
元
現
金

高
と
漢
口
代
理
店
に
対
す
る
債
権
の
月
間
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
茶
出
荷
期
に
な
る
と
、
上
海
支
店
は
そ
の
必
要
と
す
る
銀
資

金
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
、
そ
の

一
部
を
漢
口
に
送
金
す
る
。
上
海
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支
店
か
ら
見
れ
ば
、
漢
回
へ
の
送
金
、
す
な
わ
ち
対
漢
口
店
の
貸
越

が
増
え
れ
ば
、
漢
口
店

へ
の
債
権
が
増
え
て
い
く
。
し
か
し
、
出
荷

期
以
外
に
は
、
上
海
支
店
と
漢
口
代
理
店
と
の
間
で
は
資
金
が
ほ
と

ん
ど
流
れ
て
い
な
い
。

諸
外
国
銀
行
の
上
海
支
店

と
漢
口
代
理
店
間
の
資
金
関

係
が
、
漢
回
の
為
替
業
務
の

あ
り
方
を
規
定
し
た
。
漢
口

店
の
主
な
業
務
は
在
華
外
国

茶
商
人
が
持

っ
て
き
た
上
海

宛
手
形
や
ロ
ン
ド
ン
宛
手
形

を
現
金
で
買
い
取
る
こ
と
で

あ
る
。　
一
部
の
商
人
は
外
国

銀
行
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る

パ
ッ
キ
ン
グ

・
ク
レ
ジ
ッ
ト

（”
”
ｏ
Ｆ
【●
∞
０
【ｏＱ
〓
）
あ
■
州
＝
用
¨

す
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
銀

行
が
外
国
輸
出
商
に

一
定
の

信
用
枠
を
金
利
八
％
前
後
で

設
定
し
、
そ
の
枠
内
で
の
銀

行
か
ら
の
貸
越
を
認
め
る
。
輸
出
商
は
買
付
け
た
輸
出
品
を
担
保
に

小
切
手
を
振
り
出
す
。
そ
の
商
品
は
公
共
倉
庫
に
限
ら
ず
輸
出
商
人

自
身
が
所
有
す
る
倉
庫
に
入
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
そ
の
小
切
手
を

受
け
取

っ
た
中
国
人
商
人
は
そ
れ
を
外
国
輸
入
商
の
支
払

い
承
認

書
、
保
険
書
類
な
ど
を
も

っ
て
外
国
銀
行
に
対
し
て
手
形
を
売
却
す

る
。
パ
ッ
キ
ン
グ

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
そ
の
も
の
は
当
時
と
し
て
斬
新
な

融
資
方
法
で
あ
り
、
そ
の
出
現
は
輸
出
品
の
取
引
決
済
制
度
を
め

ぐ
っ
て
中
国
商
人

・
外
国
商
人
が
そ
れ
ま
で
の
対
立
を
解
消
す
る
た

め
に
外
国
銀
行
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
妥
協
案
と
思
わ
れ
る
。

為
替
業
務
の
分
野
に
お
い
て
、
手
形
の
価
格
が
最
も
重
要
な
要
素

と
な
る
。
諸
外
国
銀
行
に
と
っ
て
、
巨
額
の
資
金
を
い
か
に
安
く
上

海
か
ら
漢
口
に
送
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な

る
。
諸
外
国
銀
行
の
う
ち
、
い
ち
早
く
山
西
票
号
の
送
金
手
形
を
利

用
し
た
ほ
う
が
銀
錠
を
運
送
す
る
よ
り
安
い
と
い
う
こ
と
に
気
付
い

た
の
は
香
港
上
海
銀
行
で
あ
る
。
同
行
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

伝
統
金
融
機
関
で
あ
る
上
海
銭
荘
と
の
取
引
関
係
を
作
り
上
げ
る
こ

と
に
も
、
ま
た
、
山
西
票
号
の
送
金
手
形
の
利
用
を
導
入
す
る
こ
と

に
も
、
両
方
に
お
い
て
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
存
在
で
あ

っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
同
行
上
海
支
店
支
配
人
は
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。
「他
の
銀
行
は
そ
れ
を
あ
ま
り
利
用
し
な
い
。
と
い
う
の

漢口支店
設立年次

1870年代初頭
1870年代初頭
1866年以前

1863

1870年代初頭
1868

1842  ロンドン  1847
1833   ロンドン   1858
1854  ロンドン  1854
1858  ロン ドン  1858
1848 1860

1864   香港   1865
出所 :漢口支店の設立年次に関しては、COmpton Mackenグ e,

υ′だ Oπ 〃″″dγ●グ y.α浴び βα″々ブ″gグηル′巳銚らLondon,1954ょ り作
成。その他に関しては石井摩耶子『近代中国とイギリス資本J(東京大学
出版会、1998年 )p139。

銀行名

オリエンタル

アグラ銀行
マーカンタイル銀行
チャータード銀行
パ リ割引銀行
香港上海銀行

上海支店設立年次 ヂ覆L 設立年次

表 4 諸外国銀行の上海・漢口進出
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は
彼
ら
は
中
国
手
形

〔山
西
票
号
の
送
金
手
形
〕
の
安
全
性
を
懸
念

し
て
い
る
か
ら
で
す
」
。
伝
統
金
融
機
関
と
の
取
引
は
、
コ
ス
ト
の

側
面
だ
け
で
な
く
、
情
報
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
例
え
ば
、
香
港
上
海
銀
行
は
、
山
西
票
号
か
ら
中
国
各
地
の

銀
市
場
に
関
す
る
情
報
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
他
の
外
国
銀
行

よ
り
も
中
国
の
金
融
状
況
を
把
握
で
き
た
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
香
港
上
海
銀
行
は

一
八
七
〇
年
代
に
す
で

に
上
海
金
融
市
場
に
優
位
を
占
め
て
い
た
。
表
５
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、　
一
八
七
二
年
五
月
、
諸
外
国
銀
行
上
海
支
店
が
輸
出
品
の
出
荷

期
に
備
え
た
資
金
の
う
ち
、
同
行
が
全
体
の
三
割
以
上
を
占
め
、
諸

銀
行
の
間
で
最
も
高
い
割
合
を
持

っ
て
い
た
。
同
行
の
動
向
は
、
他

の
外
国
銀
行
の
山
西
票
号
の
送
金
手
形
の
利
用
を
大
き
く
左
右
し
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
八
七
四
年
、
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
銀
行
の
内
部
報
告
書
で
も
山
西

票
号
の
送
金
手
形
を
利
用
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

漢
口
支
店
は
過
去
三
年
間
上
海
支
店
の
損
失
の
原
因
で
あ
り
、

恐
ら
く
こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
あ
る
…
…
わ
れ
わ
れ
の
経
験
に
示

さ
れ
た
よ
う
に
、
銀
地
金
を
そ
こ
に
運
ぶ
コ
ス
ト
が
上
海
と
漢

日
間
の
レ
ー
ト
の
格
差
を
ほ
ぼ
呑
み
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
見

る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
資
金
を
よ
り
安
く
運
送
で
き
な
け
れ
ば
、

会
計
士
を
出
向
さ
せ
る
こ
と
は
役
立
た
な
い
だ
ろ
う
。
上
海
で

行

っ
た
調
査
に
基
づ
い
て
、
私
は
こ
の
目
的
で

一
流
山
西
票
号

の
手
形
を
適
度
に
買
う
こ
と
に
同
意
す
る
。

（４
）

「茶
票
制
度
」
と
上
海
金
融
市
場

「茶
票
」
取
引
の
重
要
性
は
、　
一
八
八
三
年
に
上
海
が
金
融
恐
慌

を
起
こ
し
た
後
に
、
茶
票
取
引
が
中
止
に
な

っ
た
と
き
に
も
示
さ
れ

て
い
る
。
上
海
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
ノ
ー
ス
・
チ
ャ
イ
ナ

・
ヘ
ラ
ル

ド
紙

９
【・ミ
ミ
ヾ
き
ヽ
熙
ヽ
ミ
）

一
八
八
四
年
四
月
九
日
付
は
そ
れ

に
つ
い
て
こ
う
報
道
し
て
い
る
。

上
海
金
融
市
場
は
、
今
度
の
輸
出
品
の
出
荷
期
に
、　
一
〇
年
あ

る
い
は
そ
れ
よ
り
以
前
の
と
き
の
状
況
に
、
多
分
い
く
つ
か
の

重
要
な
点
で
類
似
す
る
だ
ろ
う
。
諸
為
替
銀
行
が
、
茶
出
荷
期

の
業
務
に
資
金
を
提
供
す
る
た
め
に
、
諸
中
国
金
融
機
関
の
手

形

〔山
西
票
号
の
送
金
手
形
〕
を
利
用
し
て
巨
額
の
資
金
を
漢

口
に
送
金
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
前
に
、
上

海
か
ら
の
銀
錠
輸
送
は
近
年
と
比
べ
て
は
る
か
大
規
模
な
も
の

で
あ
っ
た
。
…
…
諸
利
点
の
中
で
は
、
特
に
漢
口
宛
手
形
の
た

め
に
支
払
わ
れ
た
銀
錠
の

一
部
が
上
海
に
保
留
さ
れ
、
諸
中
国

金
融
機
関

〔銭
荘
〕
の
運
営
に
関
わ
る
資
金
を
提
供
す
る
と
い
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図 4 香港上海銀行の上海・漢口両店間の資金移動 (1873年 )

□手元現金高
●漢口店に対する債権

0
7月  8月  9月  1 (月 末)

出所 :香港上海銀行上海支店の各貸借対照表より作成。

う
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
度
の
出
荷
期
に
は
諸
為
替
銀
行
が

山
西
票
号
の
漢
口
宛
手
形
を
購
入
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
以
前

こ
う
い
っ
た
取
引
を
仲
介
し
た

ロ
ー
カ
ル
な
金
融
機
関

〔銭

荘
〕
が
今
年
に
な

っ
て
喜
ん
で
引
き
受
け
な
い
あ
る
い
は
引
き

受
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
山
西
の
金

融
機
関

〔山
西
票
号
〕
や
資
産
家
も
業
務
を
で
き
る
だ
け
制
限

し
て
い
る
。
過
去
多
く
の
出
荷
期
に
わ
た
っ
て
漢
口
宛
手
形
の

利
用
に
よ
っ
て
行

っ
て
い
た
資
金
輸
送
は
、
今
年
に
は
銀
錠
輸

送
に
な
る
こ
と
が
確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
現
地
で
の
通
貨
を

相
当
に
減
少
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
今
年
の
後
半
に
は

商
業
が
深
刻
な
被
害
を
被
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、

こ
こ
か
ら
漢
口
に
送
ら
れ
た
銀
錠
の
大
部
分
は
、
漢
口
を
離
れ

な
い
か
、
あ
る
い
は
茶
生
産
地
域
に
送
ら
れ
る
か
に
な
る
と
予

想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
海
の
銀
錠
が
山
西

票
号
の
送
金
手
形
取
引
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
場
合
よ
り
少
な

く
な
る
で
あ
ろ
う
。
上
海
に
は
出
荷
期
に
お
い
て
貿
易
の
た
め

の
鋳
造
貨
幣
が
つ
ね
に
足
り
な
い
。
漢
口
に
必
要
な
資
金
の
大

部
分
が
銀
錠
を
手
形
で
送
金
す
る
方
法
で
提
供
さ
れ
な
い
場

合
、
商
人
が
好
ま
な
い
ほ
ど
貨
幣
の
価
値
が
よ
り
大
き
く
、
よ

り
頻
繁
に
変
動
す
る
だ
ろ
う
。
漢
回
の
茶
取
引
の
大
部
分
は
六
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表5 外国銀行別の上海での銀保有高 (1872年 5月 18日 )

月
三
〇
日
に
終
了
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
為
替
銀
行

に

よ

っ
て
保
有
さ
れ
る
資
金
が
必
要
に
な
る
。
商
人
た
ち
は
、
輸

出
手
形
を
販
売
し
て
手
に
入
れ
る
資
金
を
そ
の
日
ま
で
船
に
積

ま
れ
て
き
た
茶
に
十
分
支
払
う
た
め
に
使
う
。
こ
の
期
間
に
輸

入
品
の
取
引
が
増
え
れ
ば
、
商
人

へ
の
貨
幣
供
給
が
増
大
す
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
見
通
し
は
あ
ま
り

な
い
。
巨
額
の
銀
が
受
け

取
ら
れ
る
見
通
し
も
あ
ま

り
な
い
。
…
…
現
在
銀
輸

入
の
誘
因
が
そ
れ
ほ
ど
な

く
、
こ
こ
の
流
動
資
金
の

深
刻
な
減
少
が
見
込
ま
れ

る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
諸

為
替
銀
行
は
今
年
下
半
期

の
業
務

へ
の
貨
幣
供
給
の

多
く
を
ロ
ン
ド
ン
あ
る
い

は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

期
待
す
る
必
要
が
出
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。
銀
の

採
算
が
不
確
実
で
あ
る
た
め
、
銀
を
輸
送
す
る
リ
ス
ク
を
取
り

た
く
な
い
銀
行
も
あ
る
だ
ろ
う
。
資
金
調
達
に
つ
い
て
こ
こ
で

銀
行
手
形
の
販
売
を
当
て
に
す
れ
ば
、
為
替
の
水
準
に
か
か
わ

ら
ず
、
商
業
が
か
な
り
妨
害
さ
れ
、
頻
発
す
る
パ
ニ
ッ
ク
で
ほ

ぼ
す
べ
て
の
売
買
が
停
止
に
追

い
込
ま
れ
、
貨
幣
の
価
値
の
頻

繁
な
変
化
な
ど
が
か
な
り
確
実
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
昔
、
漢
回
の
為
替
業
務
が
今
度
の
出
荷
期
と
同
じ
よ
う
に
融

資
さ
れ
た
時
の
状
況
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
貿
易
の
拡
大
に
よ
っ
て
急
成
長
し
た
上

海
金
融
市
場
は
、
貿
易
に
よ
る
貨
幣
需
要
の
季
節
性
に
対
応
す
る
た

め
、
外
国
為
替
銀
行
に
よ
る
銀
輸
入
に
依
存
し
な
が
ら
、
伝
統
的
な

金
融
機
関
で
あ
る
山
西
票
号
の
地
域
間
決
済
業
務
に
よ

っ
て
貨
幣
価

値
の
変
動
を
緩
和
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、　
一
八
八
三
年
に
上
海
で
起
き
た
金
融
危
機
を
契
機
に
、

上
海
銭
荘
に
対
す
る
長
期
融
資
で
あ
る
二
〇
〇
万
両
を

一
斉
に
回
収

し
た
山
西
票
号
は
、
上
海
銭
荘

へ
の
信
用
供
与
を
大
幅
に
縮
小
し
、

融
資
業
務
を
漢
口
に
集
中
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

山
西
票
号
の
上
海
金
融
市
場
に
お
け
る
存
在
感
も
急
速
に
小
さ
く

な
っ
た
。

銀錠    銀貨    貸付
(千上海両) (千 ドル) (千上海両)

オリエンタル銀行
アグラ銀行
マーカンタイル銀行
チャータード銀行
パリ割引銀行

香港上海銀行

合計

注記 :こ こでの貸付は主に中国人に対する短期貸付を指している。
出所 :MCLean Papers,20 May,1872
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お

わ

り

に

山
西
票
号
の
上
海
進
出
に
よ
っ
て
、
上
海
は
山
西
票
号
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
従
来
長
江
流
域
の
商
業
中
心
で
あ

っ
た

漢
口
と
の
間
で
新
た
な
結
び

つ
き
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

う
い
っ
た
上
海
と
長
江
流
域
間
の
新
し
い
地
域
経
済
関
係
は
、
山
西

票
号
が
持
つ
広
範
な
地
域
間
決
済
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ

っ
て
大

き
く
促
進
さ
れ
た
。

し
か
し
、
山
西
票
号
の
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
、　
一
八
九
〇
年

代
以
降
、
大
き
く
変
化
し
た
。　
一
八
九
五
年
以
降
、
政
治
借
款

・
賠

償
金
な
ど
で
の
返
済

。
支
払
い
が
急
増
す
る
中
で
、
資
金
が
上
海
向

け
に
流
れ
て
い
き
、
上
海
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
、
各
地
方
で
は

資
金
不
足
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
困
難
に
ぶ
つ
か
り
、　
一
連
の
金
融
危
機

が
起
き
た
。
諸
地
方
の
金
融
市
場
の
混
乱
は
、
山
西
票
号
の
経
営
を

悪
化
さ
せ
る
要
因
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
国
内
送
金
業
務
の
分
野
に
は
、
新
設
の
近
代
銀
行

の
ほ

か
、
各
省
地
方
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
官
銀
銭
局
や
、
急
増
す

る
外
国
銀
行
、
経
営
基
盤
を
拡
大
し
つ
つ
あ

っ
た
上
海
銭
荘
な
ど
の

参
入
に
よ
っ
て
、
激
し
い
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

西
洋
の
銀
行
経
営
方
法
を
取
り
入
れ
た
近
代
的
な
株
式
銀
行
が

一

八
九
七
年
以
降
続
々
と
設
立
さ
れ
、　
一
九

一
一
年
に
至
る
と
、
開
設

さ
れ
た
株
式
銀
行
が

一
七
に
上
り
、
資
本
高
、
預
金
高
、
貸
付
の
そ

れ
ぞ
れ
の
合
計
も
二
五
〇
〇
万
ド
ル
、　
一
億
三
千
五
百
万
ド
ル
、　
一

億
二
千
七
百
万
ド
ル
と
な

っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、　
一
九

一
三

年
に
お
い
て

一
四
の
票
号
の
預
金
高
、
貸
付
高
の
合
計
は
、
三
四
七

〇
万
ド
ル
と
四
三
七
六
万
ド
ル
と
な
っ
て
い
た
。
後
発
で
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
近
代
的
な
株
式
銀
行
が
金
融
市
場
の
新
し
い
勢
力
と

し
て
票
号
に
大
き
く
水
を
あ
け
た
。
こ
れ
ま
で
慎
重
に
業
務
を
展
開

し
て
き
た
諸
山
西
票
号
は
、
近
代
銀
行

へ
転
換
し
よ
う
と
模
索
し
た

が
、
結
局
多
く
の
票
号
は
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
な
く
、
金
融
市
場

か
ら
姿
を
消
し
た
。

と
は
い
え
、
山
西
票
号
は
、
本
論
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、　
一
九

世
紀
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
過
渡
的
な
が

ら
上
海
金
融
市
場
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
・
・
）
　

ｒ
一●
∽
●
５

０
す
ｏ
●
∞
ヽ
出
Ｓ
Ｓ
ヽ

ミヽ
い

ドヽ

」゙
ヽ
ｓ
ヽ
ヽ
ミ
゛
６
Ｓ

ドヽ
０

０
”
員
】Ｏ
Ｌ
Ｏ
，

∞
ｏ

一Ｇ
●
【く
　
り
『
ｏ
∽
∽
】
Ｎ
Ｏ
Ｏ
∞

ヽ
ｏ

Ｈ
Φ

（２
）

例
え
ば
、
最
近
の
研
究
に
∽
〓
】ビ
ヽ
　
ｚ
【多
一日
日
”
（西
村
閑
　
　
５

也

ン

，

①

『
Ｒ

ｏ
』”
●

”
●
Ｑ

Ｚ
“
】オ
ｏ

”
”
●
Ｆ
∽

〓

ｏ
，

一●
Ｐ

Ｏ
，

ｏ
ｏ
　

　

っ



ｒ
ｏ
”
●
∽
】●
∽

，
”
●
”

，
”
【
”
●
０
口
”
●
Ｆ
ｏ
どく
Ｏ
①
【Ｏ
ｏヽ
ＨΦ
Ｈ卜
ヽ
い
もヽ
ヽ
ｓヽ
いヽ

ヽ
∽き
∽
ミ
ヽ
」ε

∞
ｐ
Ｈ
（Ｎ
ｏ
ｏ
い）

（３
）

山
西
商
人
は
塩
業
に
投
資
す
る
他
、
茶
、
米
穀
、
漢
方
薬
の
人

参
、
毛
皮
、
銅
、
綿
布
、
雑
貨
な
ど
の
販
売
に
も
従
事
し
、
活
動

の
範
囲
は
中
国
の
北
部
か
ら
全
国
に
広
が
る
。
山
西
商
人
の
歴
史

的
な
発
展
に
関
し
て
は
佐
伯
富

「清
代
に
お
け
る
山
西
商
人
」

翁
史
林
』
六
〇
―

一
、　
一
九
九
七
年

一
月
）
を
参
照
。

（４
）

黄
豊
輝

『山
西
票
号
史
』
山
西
経
済
出
版
社
、　
一
九
九
二
年
、

四
六
～
五
八
頁
。

（５
）

黄
豊
輝
、
前
掲
書
、
二
五
四
～
二
五
五
頁
。

（６
）

中
国
人
民
銀
行
山
西
省
分
行

・
山
西
財
経
学
院

『山
西
票
号
史

料
』
山
西
経
済
出
版
社
、　
一
九
九
〇
年
、
四
七

一
頁
。

（７
）

例
え
ば
、
黄
豊
輝
の
前
掲
書
及
び
、
「山
西
票
号
史
料
』
に
は

官
金
の
送
金
業
務
に
多
く
の
紙
幅
を
与
え
て
い
る
。

（８
）

ンサ
」
で
使
わ
れ
て
い
る
当
時
上
海
で
発
行
さ
れ
て
い
る
６
Ｓ
や

さ
ヽ
嘲
ミ
ヽ
お
や

一
八
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
香
港
上
海
銀
行
上
海

支
店
支
配
人
を
務
め
た
∪
”
く
こ

〓
ｏ
ｒ
８
う
の
書
簡
資
料
は
ロ
ン

ド
ン
＋
翁
子
∽
〇
＞
∽

（∽
ｏ

，
ｏ
２
　
ｏ
〔
　
〇
【庁
づ
けＬ
　
”
●
α
　
＞
や
お
”
●

９
巳
】ｏ
し

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
香
港
上
海
銀
行
、

マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
銀
行
に
関
す
る
資
料
は
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る

国
∽
ω
Ｏ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（９
）

陳
慈
玉

『近
代
中
国
茶
業
的
発
展
与
世
界
市
場
』
中
央
研
究
院

経
済
研
究
所
、
台
北
、　
一
九
八
二
年
、
九
七
～

一
〇

一
頁
。
ま

た
、
「再
輸
出
」
の
存
在
に
よ
っ
て
、
各
開
港
場
の
輸
出
統
計
の

一
部
が
二
重
に
計
算
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
諸
開
港

場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
茶
輸
出
高
を
合
算
し
て
も
中
国
全
体
の
茶
輸
出

高
の
数
字
と
は

一
致
し
な
か
っ
た
。

（１０
）

こ
の
部
分

に
関
し
て
は
さ
し
あ
た
リ
ヨ
【】Ｆ
ヨ
　
↓
力
ｏ
く
ｐ

民
ｓ
ｓ
ｓ
ο
Ｓ
「
６
ο
ミ
ミ

べヽ
ｓ
ヽ
さ
ヽ

∽
も
ヽ
さ
せ

ドヽ
ヽ

０
、
き

，
ヽ
０
きヽ

』
ぶ
つ
』
∞
∞
゛
∽
Ｓ
●
♂
ａ

Ｃ
●
一ド
「
お
∽ｐ
８
曽
ヽ
の
第
四
章
及
び
吉

田
金

一

「
ロ
シ
ア
と
清
の
貿
易
に
つ
い
て
」
篤
東
洋
学
報
』
四
五

―
四
、　
一
九
六
三
年
二
月
）
を
参
照
。

（■
）

一
八
〇
一
一年
か
ら

一
八
四
五
年
に
至
る
ま
で
、
キ
ャ
フ
タ
の
茶

貿
易
は
量
的
に
六
倍
に
増
加
し
た
と

い
う
推
計
が
あ
る
。
ヨ
宇

〓
”
ヨ

↓
”
ｏ
く
♪

き
ヽヽ
ヽ，
Ｈい
や

（・２
）

黄
竪
輝

『山
西
票
号
史

（修
訂
本
と

山
西
経
済
出
版
社
、
二

〇
〇
二
年
、　
一
〇
八
～

一
〇
九
頁
。

（・３
）

一
八
九
五
年
香
港
上
海
銀
行
漢
口
支
店
の
行
内
報
告
書
で
は
、

漢
回
の
茶
貿
易
会
社

↓
ｏ
〓
ヨ
”
〓
２
い
”
〓
ｏ
】８
８
識
社
に
関
し
て

次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
Ｊ
」
の
会
社
は
最
も
忠
実
な
取
引
先

で
あ
り
、
時
折
銀
の
無
担
保
融
資
を
求
め
る
が
、
私
の
観
察
で
は

同
社
な
ら
そ
れ
ほ
ど
心
配
す
る
こ
と
が
な
い
。
…
…
こ
こ
で
わ
が

行
と
ロ
シ
ア
の
諸
会
社
と
の
業
務
に
関
し
て
ま
た
別
の
手
紙
で
説

明
す
る
が
、
（露
清
銀
行
の
設
立

に
よ
る
）
来
る
べ
き
競
争
を
見

込
ん
で
、
安
全
性
に
見
合
う
最
大

の
融
資
を
供
与
す

べ
き
で
あ

る
」
貧
●
∽ｏ
ｏ
無
ｏ
『
∽́
”
０
つ
０
〓
ヽ
口
”
５
Ｆ
ｏ
ｌ
】
Ｈ∞
ｏ
９
。

（‐４
）

「左
庶
子
張
之
洞
奏
挽
救
俄
約
招
」
∩
清
季
外
交
史
料
』
二
三

巻
、　
一
〇
～

一
一
頁
）
。

（‐５
）

重
田
徳

『清
代
社
会
経
済
史
研
究
』
岩
波
書
店
、　
一
九
七
五

年
、
二
三
八
～
二
九
四
頁
。
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（‐６
）

♂́「】【【ご
８

↓
・”
ｏ
ｌ
ｐ

（も
・
ヽ
お
０

，
”
や
ら

（‐７
）

陳
慈
玉
、
前
掲
書
、
八
六
～
八
七
頁
。

（‐８
）

一
八
七
五
年
の
海
関
報
告
、
上
海
。

（‐９
）

茶

の
生
産
構
造

に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
リ
ヨ
”【】ご
日

↓
・

”
ｏ
ｌ
ｐ

Ｓ
ヽ
ミ
ヽ
Ｏ
Ｌ
駕
‐〓
ｐ

重
田
徳
、
前
掲
書
、
二
三
八
～
二

九
四
頁
を
参
照
。

（２０
）

た
だ
し
、
広
東
省
出
身
の
人
は
よ
り
多
く
の
資
金
を
用
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
彼
ら
は
地
元
ほ
ど
信
用
さ
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
広
東
省
出
身
者
は
中
国
茶
貿
易
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。　
一
八
四
二
年
以
前
、
貿
易
が
広
州
だ
け
で
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
広
東
省
出
身
者
は
外
国
市
場
の
需
要
動
向

や
茶
の
専
門
知
識
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
。　
一
八
六

一
年
以
降
、

彼
ら
も
茶
貿
易
の
仲
介
者
と
し
て
漢
口
に
や

っ
て
き
た
。　
一
八
六

九
年
、
湖
北

・
湖
南
両
省

に
開
設
さ
れ
た
二

一
〇
の
茶
行

の
う

ち
、
広
東
出
身
者
に
よ

っ
て
経
営
さ
れ
る
の
は
四

一
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
茶
行
が
掛
け
買
い
を
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。　
一
八
六
八
年
九
月
に
、
湖
南
省
内
の
最
大
の
茶
産
地
で
あ
る

安
化
県
に
お
い
て
は
、
知
県

（知
事

に
当
た
る
）
が

「紅
茶
章

程
」
を
定
め
た
。
そ
の
第
二
条
に
は
支
払

い
に
関
し
て
、
「行
客

が
茶
を
買
う
と
き
に
は
必
ず
現
金
で
取
引
し
、
掛
け
買
い
し
て
は

い
け
な
い
」
と

い
う
規
制
が
書
か
れ
て
い
る

（重
田
徳
、
前
掲

書
、
二
七
三
頁
）
。

（２‐
）
　
く
０
●
蜀
】●
ｍ
口
”
ｐ

ｎ
ｓ
ヽ
６
ο
ミ
ヽ
Ｒ
ミ
ο
ヽ
、ミ
ン
ヽヽ
ヾ
やヽ
ｓＳ
ヽ

６
ｓｓ
，

ミヽ
バ
ヽ
（Ｏ
Ｓ
ドヽ
ヽ
　ヽ
Ｈ由
”
『く
”
『Ｏ
Ｃ
●
】く
　
”
『ｏ
∽∽
）
ＨＯ
ヽ
Ｏ
・
ｏ
ｏ
∞
Ｏ
‐∞
０

（２２
）

中
国
人
民
銀
行
上
海
市
分
行

『上
海
銭
荘
史
料
』
上
海
人
民
出

版
社
、　
一
九
六
〇
年
、
二
九
頁
。

（２３
）

前
記

『上
海
銭
荘
史
料
』
五

一
頁
。
黄
塞
輝

『山
西
票
号
史
』

山
西
経
済
出
版
社
、　
一
九
九
二
年
、
三
六
～
二
九
頁
。

（２４
）

票
号
の
銭
荘
に
対
す
る
融
資
期
間
は
四
ヶ
月
を
も

っ
て
最
長
期

と
し
、
利
子
歩
合
は
毎
月
〇

・
四
％
か
ら
〇

・
五
％
が

一
般
的
で

あ
る
が
、
金
融
逼
迫
の
際
に
は
〇

・
七
な
い
し
○

・
八
％
を
取
る

こ
と
が
あ
る

（東
亜
同
文
会

「清
国
商
業
綜
覧
』
第
四
巻
、　
一
九

〇
八
年
、　
一
八
九
～

一
九
二
頁
）
。

（２５
）
　
ω
■
」
∽，
鬱
”
『
】】”
日
ｏ
コ
一
「
”
ｏ
ｏ
【′
０
〓
●
”
Ｚ
９
い
い
０
∞
『
ｅ
）
ｏ
ｏ
日
，

日
０
【ｏ
』”
】
男
一ｏ
つ
ｏ
『一の
Ｏ
●
口
”
●
Ｆ
ｏ
♂く
ヽ
ｏ
も
・Ｈ
Ｏ
Ｈ
‐Φ
い
・

（２６
）

黄
霊
輝
、
前
掲
書
、
二
三
三
～
二
四
三
頁
。

（２７
）

浜
下
武
志
等
編

『山
西
票
号
資
料
―
―
書
簡
篇

（
こ
』
東
京

大
学
東
洋
文
化
研
究
所
付
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊
、　
一
九

九
〇
年
。

（２８
）

Ｏ
ｏ
ヨ
。
ざ
●
〓
”
ｏ
Ｆ
ｏ
●
Ｎ
】ｐ

「
Ｓ

ミヽ
∽
ミ

崚

馬ヽ
ヽ

０
ド
ヽ
ミ
ミ
ヾ

ヽ
ミ
ヽ

】
ヾ
ヽ
あ

ミ

い
ヽ
お
ミ
ｓ
ｈ

３ヽ
Ｓ
ヽ
勤
δ
゛
ｒ
ｏ
う
Ｏ
ｏ
Ｐ

ＨΦ
い
♪
ｏ
や

０
０
‐Ｏ
Φ

（２９
）

香
港
上
海
銀
行
漢
口
店
の
預
金
者
は
、
漢
口
租
界
の
行
政
管
理

局
や
、
中
国
人
の
官
僚
、
商
人
、
在
華
外
国
企
業
が
含
ま
れ
て
い

る

（『
【”
●
澪
ロ
エ
パ
〓
”

ｎ
Ｓ

ミ
ン
ｓ
Ｓ

ミ

き
ヽ
い
ざ
ヽ
い
ヽ
も
ヽ
」

ヽ
ド
ヽ
∽
ヽ
ミ
魁
ざ
ヽ
い
ヽ
８
ミ
ぶ
”
Ｏ
ο
ミ
ο
Ｓ
、
運
ヽ
く
や
ヽ
い

い
゛
ヽ
樋
一６ぶ
い

ヽ
ο
ぶ
い
い
ヽ
さ
や
ヽヽ

い
ヽ
や
ヽ
ヽ
も
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
６
ｓ
、さ
い

』
∽
Ｑ
ぺ
‐卜
や
つ”
」
Ｏ
Ｓ
ヽ
８

嘲
ヾ
ヽ
ド
ヽ
で

一ヽ
〇
”
Ｂ
σ
【一０
∞
ｏ
Ｃ
ユ
ド
鬱
【Φ
∽ρ
Ｈ
Ｏ
∞
Ｐ
ｏ
や
い
ｏ
ゃ
い
ｏ
９
）
。

（３０
）

パ
〓
”

き
こ

，
も

，
い
ｏ
や
い
ｏ
９

（３‐
）

輸
出
取
引
制
度
を
め
ぐ
る
対
立
に
つ
い
て
は
、
本
野
英

一

『伝

′Oア



統
中
国
商
業
秩
序
の
崩
壊
―
―
不
平
等
条
約
体
制
と

「英
語
を
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８０

す
中
国
人
ヒ

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
六

一
～
七

六
頁
を
参
照
。

（３２
）

香

港

上
海
銀
行
上
海

支
店
支

配

人

マ
ク
リ
ー
ン

０
ミ
〓

〓
Ｏ
ｒ
８
じ

は

一
八
七

一
年
に
す
で
に
山
西
票
号
の
送
金
手
形
を

利
用
し
始
め
た
。
香
港
本
店
宛
て
の
書
簡
の
中
で
、
彼
は
次
の
よ

う
に
書

い
て
い
る
。
「私
は

ｏ
ｏ
り
ｏ

〔漢
口
店
支
配
人
〕
に
安

い
資

金
、
す
な
わ
ち

一
ヵ
月
以
内
に
満
期
に
な
る
山
西
票
号
の
手
形
、

を
供
給
し
て
い
る
」
（〓
ｏ
ｒ
８
ｏ
「
“
ｏ
９
′
Ｎ
〕
●
●
ｏ
〓
目
）
。
浜
下

武
志
は
外
国
銀
行
と
山
西
票
号
間
と
の
取
引
関
係
を

一
八
八
〇
年

代
後
半
に
始
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
そ
れ
は
正
確
で
は
な
い

（浜
下
武
志

『中
国
近
代
経
済
史
研
究
―
―
清
末
海
関
財
政
と
開

港
場
市
場
圏
』
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
八
九
年
、
四

一
七
頁
）
。

（”∞
）
　
マ
【ｏ
ｒ
ｏ
”
●
”
”
ｏ
ｏ
『́

ＨＮ
〕
”
●
・
【
∞
『
ゆ
・

（３４
）

マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
銀
行

ロ
ン
ド
ン
本
店
の
キ
ャ
ン
ベ
ル

（”
ｏ
σ

Ｏ
”
ヨ
ｏ
ｇ
こ

の
上
海
支
店
長
宛
て
の
書
簡
。
”

，
　
ｏ
”
８
３
●
〓

ｏ
●
一∽
口
”
●
”
す
”
』
団
ｒ
”
●
ｏ
コ
ｏ
∽
一〇
一マ
ロ”
●
”
∞
ｏ
『
Ｏ
ぃ
∽

，
”
●
”

，
”
〓
一マ
ロ
”

〒
〓
∽”
卜
〇
〇
・

（∝の
）
　
ｒ
【●
∽
“
５
０

，
Φ
●
”
ヽ
ヽヽ
・２
ド
０
“
卜
・

（３６
）

前
掲

『山
西
票
号
史
料
』
四
九
四
～
五
〇
二
頁
。

（３７
）

前
掲

『山
西
票
号
史
料
』
五

一
〇
～
五

一
八
頁
を
参
照
。

（シ
ウ
　
マ
ン
ハ
ン
ｏ
大
阪
経
済
大
学
非
常
勤
講
師
）




